
オ
タ
モ
イ
地
蔵
尊
の
歴
史

オ
タ
モ
イ
地
蔵
は
江
戸
時
代
末
期

の
１
８
４

８
年
に
建

て
ら
れ
た

と
伝
え
ら

れ
る
（
現

在
の
地
蔵

堂
は
１
９

５
２
年
に

建
て
ら
れ

た
）
。
建

立
の
伝
説

は
諸
説
あ

る
。
代
表

的
な
も
の

は
、
越
中
魚
津
の
女
性
が
北
前
船
に

密
航
し
て
青
年
の
後
を
追
い
、
嵐
に

遭
っ
て
海
に
身
を
投
じ
た
、
と
い
う

も
の
だ
。
妊
娠
し
て
い
た
女
性
の
遺

体
が
オ
タ
モ
イ
海
岸
に
流
れ
着
き
、

母
乳
が
流

れ
て
海
を

白
く
染
め

た
と
い
う
。

憐
れ
ん
だ

漁
夫
た
ち

が
埋
葬
し
、

供
養
の
た

め
に
地
蔵

尊
が
建
立

さ

れ

た

。

以
来
、
母
乳
不
足
の
女
性
が
祈
願
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
別
の
伝

承
も
あ
る
。
お
堂
を
建
て
た
漁
師
の

ひ
と
り
に
松
蔵
と
い
う
若
者
が
お
り
、

彼
は
郷
里
越
後
に
妻
を
残
し
て
オ
タ

モ
イ
に
稼
ぎ
に
来
て
い
た
。
こ
の
夫

婦
は
子
宝
に
恵
ま
れ
ず
、
松
蔵
は
毎

日
の
よ
う
に
お
堂
の
地
蔵
に
子
供
が

授
か
る
よ
う
に
と
祈
願
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
後
日
帰
郷
後
め
で
た
く
子
宝

を
授
か
っ
た
と
い
う
。

時
代
を
経
て
、
オ
タ
モ
イ
地
蔵
堂

は
積
丹
沖
の
海
難

事
故
で
亡
く
な
っ

た
人
の
魂
を
祀
り
、

子
宝
に
も
恵
ま
れ

る
地
蔵
堂
と
し
て

毎
日
数
百
人
、
年

に
一
度
の
例
祭
に

は
多
い
時
に
は

数
千
人
の
参
拝

者
が
訪
れ
る
道
内
随
一
の
霊
場
と
な
っ

た
。

か
つ
て
は
リ
ゾ
ー
ト
地

そ
の
参
拝
客
を
見
込
ん
で
、
戦
前
、

海
水
浴
場
や
リ
ゾ
ー
ト
施
設
「
オ
タ

モ
イ
遊
園
地
」
が
建
設
さ
れ
た
。
中

で
も
断
崖
絶
壁
に
で
き
た
高
級
料
亭

「
龍
宮
閣
」
が
人
気
と
な
り
、
オ
タ

モ
イ
海
岸
は
観
光
地
と
し
て
栄
え
た
。

と
こ
ろ
が
、
１
９
５
２
年
に
龍
宮
閣

が
焼
失
し
、
遊
園
地
も
閉
鎖
さ
れ
た
。

１
９
６

３
年
、
オ

タ
モ
イ
海

岸
付
近
は

国
定
公
園

に
指
定
さ

れ
、
小
樽

が
誇
る
景

勝
地
と
し

て
、
多
く

の
観
光
客

や
市
民
が

訪
れ
て
い

る
。

崖
崩
れ
で
道
が
閉
ざ
さ
れ
る

こ
の
地
域
で
何
度
か
崖
崩
れ
が
発

生
し
、
２
０
０
６
年
以
降
、
遊
歩
道

は
閉
鎖
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
再
整

備
が
検
討
さ
れ
た
も
の
の
、
工
費
が

膨
大
な
た
め
で
あ
る
。
オ
タ
モ
イ
地

蔵
尊
へ
の
通
路
は
閉
ざ
さ
れ
、
堂
守

の
村
上
洋
一
さ
ん
が
一
人
で
管
理
し

て
い
た
が
、
２
０
２
３
年
４
月
に
村

上
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
地
蔵
尊
は
そ
の
ま
ま
放

置
さ
れ
て
い
る
状
態
だ
。

西
川
家
が
建
立
に
寄
与

地
蔵
堂
は
こ
れ
ま
で
三
度
、
陸
側

へ
移
転
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
る
。
忍
路
、
高
島
の
場
所
一
帯
を

請
け
負
っ
て
大
き
な
財
を
成
し
た
西

川
徳
兵
衛
が
、
海
へ
の
感
謝
と
神
威

の
海
で
命
を
失
っ
た
人
々
を
弔
う
た

め
、
１
８
４
８
年
、
100
体
の
地
蔵
尊

の
建
立
を
発
願
し
た
。
後
年
西
川
家

11
代
西
川
吉
之
輔
が
先
代
の
残
し
た

古
文
書
で
こ
の
こ
と
を
知
り
、
探
索
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小
樽
黎
明
期
の
歴
史
を
伝
え
る

６
月
22
日
、
オ
タ
モ
イ
地
蔵
尊
例
祭
が
オ
タ
モ
イ
園
地
駐
車
場
に
て
開
催

さ
れ
、
引
き
続
き
、
講
演
会
・
情
報
交
換
会
が
塩
谷
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
。
講
演
会
で
は
小
樽
商
大
の
高
野
宏
康
先
生
が
「
オ
タ
モ
イ
地
蔵

と
「
忍
路
高
島
七
地
蔵
」
ー
そ
の
歴
史
と
今
後
の
継
承
」
と
題
し
講
演
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
参
加
者
に
よ
る
情
報
交
換
会
が
持
た
れ
た
。

高
野
先
生
は
北
前
船
の
伝
承
や
文
化
財
が
数
多
く
残
る
西
部
地
区
の
重
要

性
を
強
調
さ
れ
、
１
．
オ
タ
モ
イ
地
蔵
尊
の
現
在

２
．
オ
タ
モ
イ
地
蔵
尊

の
誕
生
と
変
遷

３
．
今
後
の
継
承
、
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。

オ
タ
モ
イ
の
海
岸
線

オ
タ
モ
イ
地
蔵
堂

約
三
千
体
の
地
蔵

昨
年
の
地
蔵
尊
例
祭

オタモイ遊園地の図（オタモイ地蔵堂所蔵）

海水浴場として賑わった（オタモイ地蔵堂所蔵）

龍宮閣、清水寺と同じ施工法



の
末
６
体
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
う
ち
の
１
体
が
オ
タ
モ
イ

地
蔵
尊
と
さ
れ
る
。

明
治
10
年
（
１
８
７
７
年
）
に
は

こ
の
地
を
村
上
三
太
郎
が
譲
り
受
け
、

以
降
、
村
上
家
が
代
々
地
蔵
堂
を
守
っ

て
き
た
。

参
拝
が
可
能
だ
っ
た
頃
に
は
、
自

ら
真
似
て
作
っ
た
小
さ
な
地
蔵
を
持

参
し
て
奉
納
す
る
者
も
多
く
、
お
よ

そ
三
千
体
の
多
種
多
様
な
地
蔵
が
納

め
ら
れ
て
い
る
。

地
蔵
は
仏
教
の
菩
薩
の
一
つ
で
、

幅
広
い
信
仰
が
あ
り
、
北
海
道
で
は

日
本
海
沿
岸
に
多
数
建
立
さ
れ
て
い

る
。
オ
タ
モ
イ
地
蔵
尊
は
堂
守
の
村

上
さ
ん
亡
き
後
、
市
民
の
実
行
委
員

会
に
よ
り
今
年
二
回
目
の
例
祭
を
行
っ

た
。
高
野
先
生
も
実
行
を
支
え
る
一

人
だ
。

地
蔵
堂
抜
き
の
オ
タ
モ
イ
再
開
発

２
０
２
１
年
、
ニ
ト
リ
会
長
が
こ

の
地
域
の
再
開
発
の
調
査
費
を
商
工

会
議
所
に
寄
付
し
、
今
春
、
第
１
期

計
画
が
ま
と
ま
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
〈
１
〉
展
望
施
設
「
オ
タ
モ
イ

テ
ラ
ス
」
〈
２
〉
園
地
の
起
点
と
な

る
「
オ
タ
モ
イ
ゲ
ー
ト
」
〈
３
〉
長

さ
約
８
０
０
メ
ー
ト
ル
、
高
低
差
約

１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン

〈
４
〉
駐
車
場
（
普
通
車
６
９
台
、

大
型
バ
ス
６
台
）
〈
５
〉
約
１
キ
ロ

の
遊
歩
道

―

を
整
備
す
る
計
画
案

で
あ
る
。
事
業
費
約
15
億
円
で
、
２

０
２
６
年
10
月
の
開
業
を
目
指
す
。

残
念
な
が
ら
、
こ
の
計
画
に
は
オ
タ

モ
イ
地
蔵
堂
の
整
備
は
含
ま
れ
て
い

な
い
。

忍
路
高
島
七
地
蔵

北
前
船
の
歴
史
が
残
る
忍
路
高
島

の
地
域
に
は
「
七
地
蔵
」
の
参
拝
ル
ー

ト
が
あ
っ
た
。
①
正
林
寺
（
高
島
）

②
龍
泉
寺
（
祝
津
）
③
無
量
寿
寺

（
稲
穂
）

④
オ
タ
モ
イ
地
蔵
堂

⑤
桃
内
地
蔵
堂
（
徳
源
寺
に
移
転
）

⑥
大
忠
寺
（
大
徳
寺
）

⑦
津
古
丹

地
蔵
堂
（
忍
路
）
、
で
あ
る
。
①
～

⑥
は
住
吉
屋
西
川
家
が
建
立
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
中
に
は
西

川
家
が
寄
進
し
た
青
銅
製
の
香
炉
が

確
認
さ
れ
て
い
る
寺
も
あ
る
。

正
林
寺
の
地
蔵
堂
は
１
７
０
４
年

に
建
立
さ
れ
、
今
も
地
蔵
大
祭
が
営

ま
れ
、
ご
詠
歌
も
歌
い
継
が
れ
て
い

る
。
津
古
丹
地
蔵
は
西
川
家
と
の
つ

な
が
り
は
な
い
も
の
の
、
地
元
で
大

切
に
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
継
承

オ
タ
モ
イ
再
開
発
が
進
め
ら
れ
る

中
で
、
オ
タ
モ
イ
地
蔵
堂
の
こ
と
は

置
き
去
り
に
さ
れ
た
ま
ま
だ
。
遊
歩

道
が
閉
ざ
さ
れ
、
近
づ
く
こ
と
も
ま

ま
な
ら
な
い
中
で
ど
の
よ
う
に
こ
の

地
域
の
遺
産
を
守
っ
て
い
っ
た
ら
よ

い
の
か
、
議
論
が
求
め
ら
れ
る
。
高

野
先
生
は
他
県
の
例
を
一
つ
上
げ
て

い
た
。
地
域
で
「
地
蔵
ま
つ
り
」
を

行
っ
て
い
る
も
の
だ
。
法
要
を
行
う

傍
ら
、
縁
日
も
開
き
、
地
元
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
い
る
例
だ
。

地
元
の
知
恵
を
結
集

「
歴
史
を
紡
ぐ
」
情
報
交
換
会

情
報
交
換
会
に
は
約
30
名
の
方
々

が
参
加
さ
れ
て
い
た
。
堂
守
の
村
上

さ
ん
の
ご
親
族
、
忍
路
高
島
七
地
蔵

を
所
蔵
す
る
お

寺
の
住
職
さ
ん
、

塩
谷
ま
ち
づ
く

り
推
進
会
の
関

係
者
、
大
学
生

（
上
写
真
）
ら

が
発
言
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
中

で
、
こ
の
地
域

が
小
樽
の
宝
で

あ
る
こ
と
、
地

蔵
堂
の
移
転
の

可
能
性
、
七
地
蔵
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
作
り
、
交
流
や
報
恩
講
が
で
き
れ

ば
、
な
ど
発
言
が
あ
っ
た
。

今
の
時
代
に
か
つ
て
の
よ
う
な
地
蔵

信
仰
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、

オ
タ
モ
イ
の
歴
史
に
お
い
て
、
北
前

船
の
歴
史
、
地
蔵
の
存
在
が
大
切
な

も
の
で
あ
る
こ
と
を
語
り
継
ぐ
必
要

が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

(2)第20号 小樽双葉高校新聞「学道一如」 ２０２４年７月８日

2026年にジップライン開業
オタモイ再開発

小樽市の景勝地・オタモイ海岸に昭和初期に

あった「オタモイ遊園地」跡地周辺の観光開発

構想で、小樽商工会議所は、ワイヤロープで海

上を滑降するジップラインの開設などを盛り込

んだ、事業費約１５億円の第１期計画をまとめ

た。４月にも事業を進めるための新組織「オタ

モイ開発協議会」（仮称）を発足させ、２０２

６年１０月の開業を目指す。

一部が廃道化している遊歩道の整備は管理者

の道に要請する。年間約１２万人の利用を想定

している。

注目されているのはジップライン構想だ。そ

の始点と終点の間はシャトルバスで回遊できる。

ジップラインは、ナイアガラの滝（カナダ）

や、グランドキャニオン（米）などで実績のあ

るカナダのスカイライナー社とと2もに調査を実

施。３億円以内での設置が可能と判断された。

断崖絶壁に沿った海上のジップラインは全国

的にも例がなく、空中から独特の地質やオタモ

イ地蔵尊、龍宮閣跡などが眺められ、小樽の自

然や歴史を実地で学べるアトラクションとして

も注目される。

新道岬に建設されるテラスは、崖の上から海

側に最大約１５メートルせり出した構造。ジッ

プラインの始点ともなり、カフェや売店、展示

施設などを備える。

開業時期を４年前倒ししたため、スピードアッ

プが必要となった。予算面には課題も多いが、

委員会はオタモイ開発を小樽全体の観光の振興

につなげたい意向だ。

新
道
岬
に
設
置
さ
れ
る
「
オ
タ
モ
イ
テ
ラ
ス
」

の
イ
メ
ー
ジ
図
。
中
央
は
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
始

点
の
や
ぐ
ら
（
小
樽
商
工
会
議
所
）


